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9月15日から老人福祉週間　みんな元気に長生きを

記
念
品
で
長
寿
を
お
祝
い

　
市
長
は
、
初
め
に
堀
田
さ
ヤ
さ
ん
（
明

治
二
十
二
年
一
月
十
一
日
生
）
を
訪
問
。

堀
田
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
年
二
月
。
養

護
老
人
ホ
ー
ム
宇
治
明
星
園
が
開
園
し

た
際
に
入
居
。
足
が
弱
り
は
じ
め
て
か

ら
は
車
い
す
で
の
生
活
で
す
が
、
毎
朝
、

園
で
の
体
操
に
車
い
す
で
参
加
さ
れ
る

な
ど
、
い
た
っ
て
健
康
そ
の
も
の
で
す
。

　
市
長
の
「
ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
あ
と
二
年
で
百
歳
で
す
が
、

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
」

と
の
祝
福
の
言
葉
に
握
手
で
感
激
。
「
た

だ
た
だ
あ
り
か
た
い
こ
と
で
す
。
毎
日

感
謝
の
気
持
で
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
見
送
り

に
出
た
玄
関
で
は
、
お
礼
に
と
手
を
た

た
い
て
鉄
道
唱
歌
を
披
露
、
歌
詞
も
た

が
え
ず
音
程
も
し
っ
か
り
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

　
続
い
て
お
訪
ね
し
た
の
は
、
東
田
治

さ
ん
（
明
治
二
十
二
年
一
月
十
四
日
生
）

で
す
。
東
田
さ
ん
の
楽
し
み
は
、
う
ば

車
を
つ
え
代
り
に
街
を
歩
く
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
に
市
内
の
ほ
と
ん
ど
は
歩
い

て
回
っ
た
と
い
う
ぐ
ら
い
お
元
気
そ
の

も
の
。
当
日
朝
も
市
長
の
訪
問
の
た
め

に
お
茶
を
買
い
に
い
か
れ
。
楽
し
み
に

さ
れ
て
い
た
様
子
。
市
長
の
励
ま
し
の

言
葉
に
、
は
っ
き
り
と
し
た
口
調
で
「
お

忙
し
い
の
に
わ
ざ
わ
ざ
来
て
い
た
だ
き

ま
し
て
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
」
と
お

礼
を
述
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
◇

　
こ
の
外
、
市
で
は
左
記
の
九
十
五
歳

以
上
の
方
々
に
、
記
念
品
を
お
贈
り
し

ま
し
た
（
敬
称
略
）
。

　
▼
左
ハ
ツ
（
九
十
九
歳
、
市
内
最
高

齢
、
宇
治
妙
楽
）
▼
今
村
シ
カ
ノ
（
九

十
七
歳
、
五
ケ
庄
一
里
塚
）
▼
片
山
定

治
郎
（
九
十
六
歳
、
木
幡
南
山
）
▼
藪

田
ア
サ
ヘ
（
九
十
六
歳
、
大
久
保
町
北
ノ

山
）
▼
植
村
冨
江
（
九
十
六
歳
、
五
ケ

庄
芝
ノ
東
）
▼
小
西
力
蔵
（
九
十
六
歳
、

羽
拍
子
町
）
▼
木
守
ヤ
ヱ
（
九
十
六
歳
、

大
久
保
町
大
竹
）
▼
菅
井
キ
ク
（
九
十

五
歳
、
広
野
町
小
根
尾
）
▼
平
野
ト
ミ

　
（
九
十
五
歳
、
神
明
宮
北
）
▼
河
村
志

恵
（
九
十
五
歳
、
六
地
蔵
札
ノ
辻
）
▼

高
原
美
忠
（
九
十
五
歳
、
小
倉
町
西
畑
）

▼
國
友
み
さ
ゑ
（
九
十
五
歳
、
宇
治
蔭

山
）
▼
益
田
み
き
（
九
十
五
歳
、
伊
勢

田
町
中
ノ
荒
）
▼
平
野
ス
テ
（
九
十
五

歳
、
神
明
宮
西
）
▼
宮
谷
シ
ゲ
（
九
十

五
歳
、
大
久
保
町
井
ノ
尻
）
▼
吉
田
夕

子
（
九
十
五
歳
、
小
倉
町
寺
内
）
▼
佐

藤
清
太
郎
（
九
十
五
歳
、
小
倉
町
山
際
）

▼
長
渾
光
太
郎
（
九
十
五
歳
、
伊
勢
田

町
大
谷
）
。
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生きがいのある老後を

　
九
月
十
五
日
か
ら
老
人
福
祉
週
間

が
始
ま
り
ま
す
。
日
本
人
の
平
均
寿

命
は
更
に
延
び
て
、
世
界
の
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
に
。
一
方
、
お
年
寄
り
を
取

り
巻
く
社
会
環
境
に
は
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
お
年
寄
り
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
市
民

一
人
ひ
と
り
の
問
題
と
し
て
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、

健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
老
後
を
過

ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
老
人
福
祉

の
諸
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

さと収穫の喜びが一番（9月２日、西宇治園芸ひろぱで）

　寝たきり老人

・家庭奉仕貝の派遣

・日常生活用具の給付

・特殊寝台貸与

・老人用車いす貸与

・特別養護老人ホームデイ・ヶア

・短期保護

・特別養護老人ホーム入所

・入浴サービス

・訪問指導（保健予防課）

・機能訓練（保健予防課）

一人暮らし老人

・家庭奉仕貝の派遣

・日常生活用具の給付

・老人福祉電話の設－

・乳酸菌飲料の配布

・老人ホーム入所

困
っ
た
と
き
の
た
め
に

〔
老
人
園
芸
ひ
ろ
ば
〕

土
に
親
し
み
健
康
づ
く
り

　
市
で
は
、
お
年
寄
り
の
生
き
が
い
対
策
の
ひ
と

つ
と
し
て
老
人
園
芸
ひ
ろ
ば
を
設
け
、
六
十
歳
以

上
の
お
年
寄
り
に
無
償
で
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
老
人
園
芸
ひ
ろ
ば
は
、
野
菜
や
花
づ
く
り

を
楽
し
み
な
が
ら
土
を
耕
す
こ
と
で
、
心
身
の
健

康
を
保
持
す
る
と
共
に
、
お
互
い
の
交
流
を
深
め

て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
現
在
、
芝
ノ
束
・
中
宇
治
・
宇
治
大
谷
・
西
宇

治
・
伊
勢
田
の
市
内
五
ヵ
所
で
三
百
七
十
一
人
の

お
年
寄
り
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
園
芸
ひ
ろ
ば
に
つ
い
て
の
詳
し
い
お
問
い
合
わ

せ
は
、
福
祉
課
（
酋
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
〔
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
〕

　
　
生
き
が
い
活
動
四
拠
点
に

　
お
年
寄
り
の
。
生
き
が
い
活
動
こ

し
て
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
多
年
に
わ
た
り
社
会

に
貢
献
さ
れ
た
お
年
寄
り
に
健
康
で
明
る
い
生
活

を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
各
種
の
相
談
に
応
じ

る
と
共
に
、
健
康
の
増
進
、
教
養
の
向
上
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
の
人
で
あ
れ
ば
ど
な
た

で
も
利
用
出
来
ま
す
。
詳
し
く
は
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
酋
⑩
0
1
8
7
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

・家庭奉仕貝の派遣

・短期保護

・特別養護老人ホーム入所

・精神衛生相談（保健所）

痴呆老人

　[ｍ]
レ

ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
み
よ
う
か
な
」
と
い
う
人
は
、

吾
老
会
事
務
局
（
豊
⑩
0
1
8
7
）
か
、
お
近
く

の
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
さ
ん
へ
。

　
　
〔
老
人
憩
い
の
部
屋
〕

　
　
管
理
運
営
費
を
補
助

　
地
域
で
老
人
の
集
会
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
慰
安
な

ど
の
場
と
し
て
、
憩
い
の
部
屋
が
公
民
館
や
集
会

所
な
ど
に
設
置
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
管
理
運
営
に

要
す
る
経
費
に
つ
い
て
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
福
祉
課
（
萱
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
〔
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
〕

　
　
余
暇
を
活
用
し
て
働
く

　
ジ
ル
バ
ｒ
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
六
十
五
歳
以

上
の
お
年
寄
り
の
生
き
が
い
対
策
に
、
お
年
寄
り

の
余
暇
を
活
用
し
て
就
労
の
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
仕
事
の
内
容
と
し
て
は
、
庭
の
清

掃
、
除
草
、
木
の
剪
（
せ
ん
）
定
、
大
工
仕
事
な

ど
の
屋
外
作
業
、
そ
し
て
家
事
補
助
、
事
務
な
ど

の
屋
内
作
業
に
就
労
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
は
、
ど
し
ど
し
入
会

の
申
し
込
み
を
。
ま
た
、
襖
（
ふ
す
ま
）
張
り
、

植
木
剪
定
、
大
工
、
左
官
な
ど
の
専
門
技
術
を
お

持
ち
の
人
は
、
大
い
に
入
会
し
て
く
だ
さ
い
。

万
考

　
詳
し
く
は
、
宇
治
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

　
　
/

M
M
/
!
=
＼
.
.

.
／

　
長
年
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
来

た
お
年
寄
り
の
労
苦
宸
哭
ら

ラ
た
め
に
、
敬
発
写
開
催
。

　
敬
蓉
一
は
、
九
月
十
五
日
に
、

午
前
十
時
と
午
後
二
時
半
か
ら

の
二
回
に
分
け
て
、
文
化
セ
ン

タ
ー
Ｖ
開
皇
子
。
参
加
は
、

は
が
き
に
よ
る
甲
し
込
み
制
で
、

申
し
込
ま
れ
た
人
に
は
既
に
案

内
の
は
が
き
を
お
送
り
し
て
い

事
。

　
敬
老
会
で
は
、
米
寿
者
へ
の

記
念
品
贈
呈
な
ど
の
式
典
の
後
、

演
芸
の
部
で
は
、
チ
ャ
ン
バ
ラ

ト
リ
オ
（
漫
才
）
、
日
吉
川
秋

水
（
浪
曲
）
、
桂
小
技
（
落
語
）

の
芸
能
シ
ョ
ー
m
-
ん
で
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
出
席
者

全
員
に
記
念
品
か
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
送
り
し
た
案
内

の
は
が
き
を
必
ず
持
参
の
う
え
、

受
け
付
け
で
お
渡
Ｌ
ｙ
、
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
日
は
各
停
留
帚
一
か

ら
<
ｆ
ｆ
ｉ
場
の
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
、

専
用
バ
ス
を
運
行
。
ご
乗
車
の

際
は
、
必
ず
係
員
の
指
示
に
従

つ
て
ぐ
だ
さ
い
。

専
用
バ
ス
で
送
迎

　
敬
老
会
当
日
、
午
前
・
午
後
の
部
に
合

わ
せ
て
、
専
用
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
お

帰
り
の
際
も
、
敬
老
会
終
了
後
に
運
行
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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敬
老
祝
金
は

　
早
目
に
受
給
を

　
敬
老
祝
金
は
、
市
内
二
十
一

地
域
の
支
鰻
蕩
で
既
に
支
給

し
て
い
ま
す
。
ま
だ
受
給
し
て

い
な
い
人
は
、
十
一
月
三
十
日

ま
で
に
、
福
祉
事
務
所
福
祉
課

へ
お
越
Ｌ
ｙ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
受
給
の
際
に
は
、
お

届
け
済
み
の
堅
税
金
支
給
案

内
の
は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名

を
記
入
し
、
必
ず
押
印
の
上
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
は
が
き
Ｍ
Ｊ
Ｓ

れ
る
と
、
敬
老
祝
金
か
受
給
出

来
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
を
。

▲昨年の敬老会で(61年9月1SS、文化センター)
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こ
と
し
、
め
で
た
く
八
十
八

歳
の
米
寿
を
迎
え
ら
れ
る
の
は
、

昨
年
の
百
十
四
人
を
上
回
る
次

の
百
二
十
七
人
の
皆
さ
ん
。
敬

老
会
の
会
場
で
赤
ざ
ぷ
と
ん
を

お
贈
り
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

〈
六
地
蔵
〉

一
ノ
瀬
し
な

〈
木
幡
》

藤
井
　
ト
メ
、
和
田
順
之
助

漉
谷
　
長
雄
、
藤
岡
　
き
ぬ

青
山
　
む
め
、
秋
山
　
マ
サ

湯
浅
　
ノ
ブ
、
鎌
田
勇
之
助

山
岸
冨
三
郎
、
清
水
千
代
三

鳥
飼
　
市
蔵
、
上
田
忠
太
郎

八
木
　
ト
ミ
、
北
村
キ
ク
イ

杉
山
豊
之
助
、
松
井
か
津
恵

武
田
キ
ク
ノ
、
井
阪
キ
ク
ヱ

南
野
　
　
筆
、
三
崎
参
四
郎

小
西
Ａ
'
l
'
の
、
奥
田
　
　
篤

　
〈
五
ケ
庄
〉

西
　
　
仲
吉
、
荒
川
　
ツ
ネ

白
井
　
は
る
、
中
田
ふ
£
の

吉
田
　
喜
利
、
中
里
　
　
悟

土
井
　
喜
市
、
伊
藤
　
貞
次

京
滋
バ
イ
パ
ス

▲青空の下で育てる楽し

さと

〔
老
人
ク
ラ
ブ
〕

地
域
に
根
ざ
し
た
交
流

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
地
域
社
会
と
の
交
流
を

通
じ
て
心
豊
か
な
楽
し
い
老
後
を
送
る
た
め
に
、

市
内
各
地
に
老
人
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。

　
お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
の
人
で
、
「
私
も
老
人

寺
川
塩
見

上住梶

シ
ズ
、
藤
原
ノ
ブ
ヱ

耕
三
、
秦

カ
ヅ
、
田
村

山
　
さ
だ
、

田
　
ス
テ
、

高
橋
　
重
勝
、
中
田
　
多
作

富
渾
　
ツ
ネ
、
片
山
　
キ
ヌ

草
野
　
ト
キ

　
〈
菟
道
〉

林
　
　
ひ
で
、
辻
本
マ
ス
ヱ

山
本
　
キ
ミ
、
高
橋
　
ナ
ヲ

山
本
才
一
郎

　
〈
羽
戸
山
〉

林
　
　
ゆ
き

　
（
明
星
町
〉

福
田
　
チ
カ
、
早
川
　
エ
ツ

　
〈
宇
治
〉

蒲
田
　
富
枝
、
山
川
　
　
平

6
3
年
８
月
に
開
通

▲京滋バイパス宇治川架橋

山
名
岩
井

ナ
ヲ
ヂ
ウ
ヱ
イ
ぞ
必

南
村
　
慶
蔵

　
（
志
津
川
〉

武
内
儀
之
助

　
〈
ニ
尾
〉

粟
津
松
三
郎

　
〈
折
居
台
〉

堀
田
　
し
ず
、
原
田
　
成
種

高
田
　
鶴
恵

　
〈
伊
勢
田
町
》

中
村
　
ヨ
シ
、

内
川
壽
太
郎
、

北
川
清
太
郎
、

山
本
　
ｔ
ぶ
。

　
（
安
田
町
〉

木
村
　
カ
メ

－一

１
－
1
1
1
1
』

―
田
橋
本
笠
井

よ
ね
つ
る
重
吉

　
（
神
明
〉

大
塚
　
彦
七
、
木
村
　
ヱ
イ

梅
垣
　
　
仲
ｙ
水
茉
小
ち
よ

北
　
　
重
男
、
赤
島
ヒ
サ
ノ

貞
安
　
　
操

　
（
羽
拍
子
町
〉

安
藤
美
寿
代
、
橘
　
　
タ
ヅ

高
田
　
は
る

　
〈
開
町
〉

徳
本
　
み
か
、
山
根
　
初
子

　
（
南
陵
町
〉

神
田
　
シ
ヅ
、
前
田
ハ
ル
エ

小
笹
典
四
郎
、
池
田
　
亮
三

三
好
　
ぐ
弥
、

　
（
大
久
保
町
》

武
藤
　
ト
キ
、
高
山
　
晃
匪

森
　
　
サ
キ
、
山
内
徳
治
郎

宇
田
　
て
る
、
北
村
　
英
三

森
　
　
君
枝

　
（
広
野
町
〉

　
京
都
国
体
開
催
前
の
六
十
三
年
八
月
に
、
京
氾

バ
イ
パ
ス
が
全
面
開
通
し
ま
す
。

　
京
滋
バ
イ
パ
ス
は
、
滋
賀
県
草
津
市
東
草
津
二

丁
目
の
国
道
一
号
か
起
点
と
し
て
久
御
山
町
森
の

国
道
百
ま
で
を
つ
な
ぐ
、
総
延
長
二
十
七
ｇ
、

全
四
車
線
の
自
動
車
専
用
道
路
。
名
神
高
速
道
路

と
国
道
一
号
の
交
通
混
雑
公
職
和
す
る
た
め
、
五

十
八
年
十
一
月
に
工
事
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
草
津
市
の
国
道
一
号
か
ら
、
名
神
瀬
田
東
イ
ン

タ
ー
に
向
か
っ
て
の
同
市
野
路
ま
で
の
区
間
（
二
・

一
７
）
に
つ
い
て
は
、
既
に
五
十
九
年
四
月
に
供
用

を
開
始
。
野
路
か
ら
瀬
田
東
イ
ン
タ
ー
か
経
由
し

て
、
本
市
の
巨
椋
イ
ン
タ
ー
に
到
る
区
間
（
二
二
・

八
Ｊ
）
が
、
六
十
三
年
八
月
ま
で
に
完
成
し
康
ｙ
。

な
お
、
巨
椋
イ
ン
タ
ー
か
ら
久
御
山
町
森
の
国
道

一
号
ま
で
の
本
体
工
事
は
ま
だ
残
る
こ
と
に
な
２
＼

重
ふ
、
こ
の
区
間
に
つ
い
て
は
、
四
車
線
の
側

道
奎
只
氾
バ
イ
パ
ス
開
通
と
同
時
に
、
供
用
開
始

す
る
こ
と
に
な
り
卓
子
。

　
四
土
〈
年
十
二
月
の
路
線
蔀
衣
か
ら
、
約
十
七

年
の
歳
月
か
経
て
、
市
内
初
の
自
動
車
専
用
道
路

が
誕
生
。
本
市
は
我
が
国
の
動
脈
で
あ
る
名
神
高

速
道
路
と
直
結
す
る
こ
と
に
な
り
、
今
後
。
企
業

や
観
光
客
誘
致
な
ど
、
産
業
経
済
へ
の
新
し
い
展

望
が
開
け
る
も
の
と
、
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
ず
。

－
V
　
Ｗ
Ｒ
”
-
　
'
^
'
･
･
■
'
^
;

へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

　
な
お
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
は
、
宇
治

市
民
会
館
内
か
ら
宇
治

東
内
三
六
番
地
の
五
へ

移
転
し
ま
し
た
の
で
ご

注
意
を
。

堀
田
　
た
ま
、
山
内
　
鈴
枝

本
田
　
淑
枝
、
上
西
長
四
郎

竹
中
か
ず
を
、
小
野
　
義
一

中
川
　
桂
一
、
田
中
　
正
彦

　
《
小
倉
町
〉

山
本
　
よ
絢
溢
谷
仙
太
郎

太
田
槃
太
郎
、
田
代
　
友
一

増
田
　
ヱ
イ
、
小
田
　
’
‘
』
る

若
松
　
源
三
、
小
谷
　
き
よ

村
山
才
治
郎
、
鎌
井
　
ア
イ

青
木
ぷ
た
き
、
松
尾
お
は
ん

辻
　
　
留
吉
、
高
木
政
次
郎

山
峙
　
兼
市
、
正
田
　
せ
つ

木
村
‐
平
一
．
木
下
利
三
郎

大
石
三
次
郎
、
前
田
　
つ
る

　
〈
横
島
町
〉

吉
田
　
才
市
、
佐
原
元
次
郎

砺
波
屯
つ
い
、
藤
居
　
と
め

江
口
四
郎
一
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※
停
留
所
は
一
部
を
除
き
、
京
阪
宇

　
治
交
通
の
バ
ス
停
と
同
じ
で
す
。

―
自
白
－
－
1
1
1

大久保駅前の再開発構想

市がB調査を発表

こ
の
程
市
は
、
大
久
保
駅
前
市
街
地
再
開
発

　
こ
の
再
開
発
事
業
は
、
一
九
九
五
年
舎
禄

年
次
に
二
十
一
世
紀
か
展
望
。
近
鉄
大
久
保
駅

の
高
架
化
に
伴
い
、
駅
周
辺
部
に
本
市
南
部
の

玄
関
口
と
し
て
４
　
只
Ｕ
い
、
近
代
的
な
施
設

整
備
を
図
ろ
フ
と
い
ラ
も
の
で
す
。
今
回
の
整

備
構
想
案
は
、
五
十
九
年
に
行
っ
た
Ａ
調
査
を

踏
ま
え
、
よ
り
実
現
性
の
高
い
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
整
備
対
象
と
な
る
地
域
は
、
東
西
が
Ｊ
Ｒ
新

田
駅
１
近
鉄
大
久
保
駅
、
南
北
が
名
木
川
・
大

谷
川
－
府
道
宇
治
淀
線
に
囲
求
れ
た
約
九
ひ
の

範
囲
。
大
久
保
駅
前
広
場
（
約
五
千
平
方
μ
）
を

中
心
に
、
周
囲
に
百
貨
店
や
シ
テ
･
ｖ
Ｉ
ホ
テ
ル
、

商
業
・
業
務
・
住
宅
の
狸
寝
や
立
体
駐
車
場

な
ど
を
配
置
。
ま
た
、
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

m
催
出
来
る
駅
前
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
、
各
棟

を
連
絡
す
る
二
階
レ
ベ
ル
の
デ
″
キ
、
シ
ョ
″

ピ
ン
ク
モ
ー
ル
街
な
ど
、
ア
メ
ニ
テ
″
（
快
適

性
）
の
高
い
都
市
空
間
の
創
造
を
目
指
し
て
い

毒
司

　
今
後
は
、
広
野
町
つ
く
り
研
究
会
な
ど
地
元

や
関
係
機
関
と
協
議
し
、
事
業
化
に
向
け
て
検

討
を
加
え
て
行
ぐ
予
定
で
す
。

769

米
寿
を
祝
い
赤
ざ
ぶ
と
ん

昨
年
を
上
回
る
1
2
7
人
に

昨
年
を
上
回
る
1
2
7
人
に
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9月23日午前9時56分05秒から

日食を観測しよう

　中央公民館前市民広場で

　
今
回
か
ら
、
水
泳
競
技
の
中

の
公
開
種
目
（
都
道
府
県
対
抗

の
得
点
に
は
関
係
し
な
い
種
目
）

と
し
て
行
わ
れ
る
、
シ
ン
ク
ロ

ナ
イ
ズ
ド
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ー
ス
イ

ミ
ン
グ
と
は
、
音
楽
に
同
調
し

て
、
ま
た
泳
者
同
士
が
合
わ
せ

て
泳
ぐ
と
い
う
意
味
か
ら
発
達

し
た
競
技
で
、
ル
ー
テ
″
ン
競

　
九
月
二
十
三
日
㈲
に
、
沖
縄
で

は
金
環
日
食
、
日
本
全
国
で
部
分

日
食
が
見
ら
れ
季
子
。
宇
治
で
も

午
前
九
時
五
土
八
分
○
五
秒
か
ら

欠
け
始
め
。
十
一
時
二
十
四
分
Ｏ

三
秒
に
最
大
六
六
・
一
％
が
欠
け
、

午
後
零
時
五
十
四
分
○
一
秒
に
終

わ
り
ま
す
。
今
回
は
、
昼
間
、
太

陽
高
度
の
高
い
時
の
日
食
で
す
の

で
、
観
測
に
は
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

で
す
。

　
中
央
公
民
館
で
は
、
こ
の
機
会

に
「
日
食
観
測
会
」
か
行
い
未
了
。

　
大
人
、
子
μ
石
を
問
わ
ず
、
多

数
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
▼
と
き
・
：
９
月
2
3
日
㈲
、
午
前

９
時
半
Ｉ
午
後
１
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・

技
（
音
楽
に
合
わ
せ
て
泳
ぐ
）

と
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
競
技
（
規
定

さ
れ
た
基
本
の
型
盈
｀
う
）
の

二
部
門
か
ら
限
っ
て
い
ま
す
。

国
民
体
育
大
会
で
は
、
ル
ー
テ

ィ
ン
競
技
だ
け
が
行
わ
れ
ま
す
。

シンクロ

スイミング

公民館のお知らせ

中
央
公
民
館
前
市
民
広
場
Ｖ
対
象

・
定
員
・
・
・
特
に
定
め
ず
▼
参
加
費

…
無
料
▼
持
参
品
・
・
・
筆
記
具
。
帽

子
▼
講
師
・
：
明
星
天
文
館
長
、
江

上
賢
三
さ
ん
▼
申
し
込
み
・
・
・
当
日

ま
で
に
電
話
か
直
接
来
館
で
中
央

公
民
館
へ
。

　
な
お
、
雨
天
の
場
合
は
中
止
し

ま
す
。
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

▲宇治の日食(15.4％)1969年３月18日観測

音
楽
や
泳
者
相
互
の
同
調
性
、

シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を

採
点
の
基
準
に
し
た
と
こ
ろ
か

ら
、
そ
の
ぷ
つ
に
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
に
初
め
て
紹
介
さ
れ
た

中央公民館…折居台１

丁目1

（電話⑩i4ii）

広野公民館…広野町寺

山17

（電話⑩7450）

　
公
民
館
活
動
講
座

　
９
月
3
0
日
に
開
講

　
生
涯
教
育
時
代
を
反
映
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
学
習
教
室
や
カ
ル
チ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
が
人
気
か
集
め
て

い
未
了
。
こ
ラ
し
た
状
況
の
中
、

「
住
み
よ
い
町
つ
く
り
を
目
指
し
、

公
民
館
活
動
夕
通
め
よ
う
」
を
テ

ー
マ
に
、
公
民
館
活
動
講
座
を
開

き
未
丁
。
地
域
に
根
ざ
し
た
文
化

公民館活動講座の日程表

月日 内　　　　容 講　　師

9/3Cl(昶公民館をめぐる今日的背景
府教6 社会教冑課
社教主嘔美若忠生さん

10ﾉ8(相
公民館の在るべき姿と公民

館活動の在りかた

10/13(匍
討議―公民館活動の活性化

を図るために
提起小倉公サークル
　　田伏八郎さん

マネー学講座の日程表

日
本
選
手
権
シ
ン
ク
ロ
競
技
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
は
世
界
の

　
　
　
ビ
ッ
グ
３

活
動
を
進
め
る
拠
点
と
し
て
、
公

民
館
の
運
営
と
活
動
の
在
り
方
を

考
岳
チ
。
社
会
教
育
連
Ｉ
推

進
す
る
指
導
的
立
場
の
人
だ
け
で

な
ぐ
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ｙ
日
程
・
内
容
・
：
左
上
表
ｙ
時

間
…
い
ず
れ
も
午
前
９
時
半
～
正

午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公
民
館
▼
申

し
込
み
・
：
９
月
1
9
日
出
ま
で
に
中

央
公
民
館
へ
▼
保
育
・
・
・
２
歳
以
上

の
幼
児
を
保
育
し
ま
す
。
ご
希
望

の
人
は
、
受
講
申
し
込
み
時
に
併

月日 テーマ・内容 講　　師

9/25(4)
・開講の挨拶･ォ･jエンテーｚョン
・あなたの老後は大丈夫？
　　　　老筏の*活設計

公民館職貝

証券広報センター
関西支部

　　村上賢徳?ん10/2(4)
・低金利時代の

　上手な財テク法

10/9吻
・どうなる金融？
　経済の見iiiし～マル優は…金利は…～

同志社女子大学教授
　　坂本武人さん

10/13(匍
・これだけかかる、税の知責
　贈与税と相続悦について
　～その吋策は？～

近畿税理士≦単治支部艮
　　今西真雄さん

10/23(4)
・その手にのらない.ク
　～悪徳商法・霊*.商法の
　手口とその対応-

浅岡法律事務所弁護士
　　浅岡美恵さん

　
一
九
八
四
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
ー
オ
リ
ン
ピ
″
ク
か
ら
、
ソ

ロ
（
一
人
で
泳
ぐ
）
、
デ
ュ
エ

ッ
ト
（
二
人
で
泳
ぐ
）
が
正
式

種
目
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
日

ま
た
、
一
九
七
三
年
（
昭
和
　
本
は
、
ソ
ロ
、
デ
ュ
エ
ク
ト
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
場
し
、
記
念
す
べ
き
こ
の
大

ル
ー
テ
ィ
ン
競
技
と

フ
ィ
ギ
ュ
ア
競
技
の
２
種

　
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ー
ス
イ

ミ
ン
グ
の
発
祥
は
、
一
九
二
〇

年
ご
ろ
、
ヨ
ー
ロ
″
パ
で
マ
ス

ゲ
ー
ム
風
な
組
み
泳
ざ
と
し
て

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
カ
ナ

ダ
か
経
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、

の
は
、
一
九
五
四
年
（
昭
和
二

十
九
年
）
、
神
宮
プ
ー
ル
で
ア

メ
リ
カ
チ
ー
ム
に
よ
る
エ
キ
シ

ビ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
時
で
、

　
一
九
五
七
年
（
昭
和
三
十
三
年
）

か
ら
、
日
本
水
泳
連
盟
主
催
の

四
十
八
年
）
か
ら
世
界
水
泳
選

手
権
の
正
式
競
技
種
目
に
加
え

ら
れ
て
以
来
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ

リ
カ
と
並
ん
で
日
本
は
世
界
の

ビ
ッ
グ
ス
リ
ー
の
座
を
保
っ
て

い
ま
ず
。

会
で
共
に
銅
メ
ダ
ル
に
輝
き
ま

し
た
。

　
更
に
、
一
九
八
六
年
に
行
わ

れ
た
第
五
回
世
な
筆
権
大
会

で
も
。
デ
ュ
エ
ッ
ト
、
チ
ー
ム

　
（
四
～
八
人
で
泳
で
）
共
に
第

三
位
奎
涯
得
し
ま
し
た
。

　
次
回
は
、
ル
ー
テ
ィ
ン
競
技

に
つ
い
て
説
明
し
柔
ｙ
。

　
　
　
　
　
　
（
国
体
事
務
局
）

せ
て
。
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
市
政
概
要
講
座

　
今
回
は
環
境
保
全
に
つ
い
て
、

芦
λ
な
対
策
が
鳶
？
い
る
の
か

夕
珊
え
求
１

　
▼
と
き
・
：
９
月
1
8
日
面
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
広
野
公

民
館
▼
テ
ー
マ
・
・
・
忠
瑞
珊
▼
講

師
・
：
市
環
境
保
全
課
職
員
▼
参
加

・
・
・
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

　
マ
ネ
ー
学
講
座

　
社
会
変
動
の
め
ま
ぐ
る
し
い
今

日
、
現
在
の
低
金
利
時
代
の
上
手

な
財
テ
ク
法
か
ら
、
老
後
の
牛
活

今
ち
豊
か
に
過
ご
す
た
め
の
マ

ネ
ー
学
を
学
び
ま
す
。

　
多
数
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
未
了
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
上
表
▼
時
間

・
：
午
前
1
0
時
～
正
午
▼
申
し
込
み

…
電
話
ま
た
は
直
接
来
館
で
▼
保

育
・
・
・
２
歳
以
上
の
幼
児
を
保
育
。

ご
希
望
の
人
は
受
講
申
し
込
み
時

に
併
せ
て
。
お
や
つ
代
二
百
五
十

円
か
必
要
（
第
１
講
目
に
徴
収
）
。

　
　
　
　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

―浄化槽－
　
浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
に

よ
り
汚
水
を
浄
化
し
て
い
車
ふ
、

適
正
な
維
持
管
理
を
し
な
い
と
、

悪
臭
や
河
川
の
汚
れ
の
原
因
と
な

人
形
刷
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

参
加
団
体
を
募
集

十
一
月
二
十
九
日
聞
、
文
化
会

第
八
回
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
″
バ
ル

を
開
き
ま
す
。
た
だ
い
ま
参
加
団

体
を
募
集
中
で
す
。

　
人
形
劇
、
影
絵
、
紙
芝
居
、
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、

絵
本
読
み
開
か
せ
な
ど
。
児
童
文

化
の
向
上
舎
最
し
そ
通
動
す
る

市
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
グ
ル
ー
プ
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
ぐ
だ
さ
い
。
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
、
相
互

の
交
流
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

　
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、

中
央
公
民
館
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
　
　
　
　
◇お
知
ら
せ

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

　
初
心
者
講
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
９
月
2
0
日
㈲
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
公

民
館
▼
内
容
↓
里
ス
テ
ッ
プ
な

ど
▼
参
加
費
・
・
・
七
百
円
▼
持
参
品

・
・
・
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
ま
た
は
ゴ
ム

底
の
ジ
ュ
ー
ズ
▼
申
し
込
み
…
当

日
直
接
会
場
へ
▼
問
い
合
わ
せ
・
：

岡
村
光
芳
さ
ん
（
豊
⑩
4
3
4
3
）

へ
。
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

-

る
こ
と
が
あ
り
未
了
。
設
置
者
（
管

理
者
）
は
、
浄
化
槽
法
で
定
め
ら

れ
た
次
の
事
項
か
必
ず
守
っ
で
く

だ
さ
い
。

　
〈
使
用
開
始
の
報
告
〉

　
浄
化
槽
盈
便
用
開
始
し
た
日
か

ら
三
十
Ｅ
以
内
に
、
使
用
開
始
報

告
書
念
函
保
健
所
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
〈
水
質
検
査
の
受
検
〉

　
①
設
置
後
の
検
査
…
使
用
開
始

堡
八
ヵ
月
夕
経
過
し
た
日
か
ら
。

二
ヵ
月
以
内
に
一
回
。

　
②
定
期
検
査
・
：
毎
年
一
回
（
①

の
検
査
と
は
別
）
。

　
①
②
の
検
査
は
、
指
定
検
査
機

関
で
あ
る
㈲
京
都
保
健
衛
生
協
会

　
「
ス
ポ
ー
ツ
の
本
」
展
示

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
ち
な
み
「
オ

ｉ
‐
‐
よ
ｕ
、
オ
ー
よ
む
、
ス
ポ
ー
ツ

の
本
」
を
テ
ー
マ
に
児
童
書
夕
展

示
し
柔
ｙ
。

　
▼
期
間
…
1
1
月
1
0
日
脚
ま
で
▼

と
こ
ろ
・
・
・
中
央
図
書
館
▼
内
容
・
・
・

運
動
心
一
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
関
す

る
本
の
展
示
▼
入
場
・
・
・
無
料
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
西
小
倉
防
災
訓
練

　
９
月
1
2
日
サ
イ
レ
｡
＼
吹
鳴

　
九
月
十
二
ａ
出
、
午
後
二
時
か

ら
第
三
回
西
小
倉
昌
連
合
会
防

災
・
避
難
訓
練
が
行
ｐ
れ
ま
ず
。

　
当
日
は
、
西
消
防
署
屋
上
に
設

置
の
サ
イ
レ
ン
蔵
午
後
二
時
か

ら
十
五
秒
ず
つ
六
回
に
わ
た
り
鳴

ら
し
康
ｙ
。
訓
練
で
す
の
で
ま
ち

が
い
の
な
い
ぶ
フ
ご
注
意
ぐ
だ
さ

い
。
ま
た
、
訓
練
に
参
加
の
皆
さ

ん
は
、
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
時
に

は
落
ち
着
い
て
的
確
に
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

　
膠
原
病
患
者
交
流
会

　
▼
と
き
・
・
・
９
月
2
1
日
囲
、
午
後

Ｌ
時
半
ト
４
時
’
辿
に
ろ
・
・
・
宇
治

保
健
所
▼
対
象
・
・
・
膠
原
病
患
者
と

そ
の
家
族
▼
内
容
・
：
専
門
医
を
交

え
て
の
懇
談
会
▼
申
し
込
み
…
宇

治
保
健
所
（
豊
⑩
2
1
9
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
宇
治
保
健
所
）

　
（
豊
０
７
５
剛
1
7
2
7
）
で
受

け
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
〈
保
守
点
検
・
済
掃
の
実
施
〉

　
専
門
的
技
能
や
器
具
な
ど
を
要

す
る
た
め
、
保
守
点
検
は
知
事
の

登
録
を
受
け
た
浄
化
槽
保
守
点
検

業
者
に
、
清
掃
は
城
南
衛
生
管
理

鰻
易
許
可
を
受
け
た
浄
化
槽
清

掃
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

　
費
用
な
芦
再
化
槽
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
詳
し
ぐ
は
、
京
都
保
健

衛
生
協
会
（
豊
０
７
５
剛
1
7
2

7
）
、
宇
治
保
健
所
（
豊
＠
2
1

9
1
）
、
城
南
衛
生
管
理
鰻
只
豊

０
７
５
剛
5
1
7
1
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
環
境
保
全
課
）

　
渠
来
展
望
”
～
二
十
一
世
テ
ン
ト
（

2
7
0
m
X
3
6
0
m
）
＝
４

紀
の
産
業
ぐ
人
と
の
ふ
れ
あ
い
へ
▼
出
展
料
・
：
展
公
易
規
格

Ｌ
を
テ
ー
マ
に
、
産
業
フ
ェ
ア
な
ど
に
よ
輿
釜
を
負
担
▼
そ

　
「
宇
治
」
一
i
o
（
略
称
サ
ン
フ
ェ
　
の
他
・
・
・
電
気
、
給
排
水
工
事
な

ア
コ
じ
）
を
開
或
羊
子
。
　
　
戸
展
示
場
所
に
特
別
な
措
置
を

　
こ
の
「
サ
ン
フ
ェ
ア
う
じ
」
　
要
す
る
費
用
は
実
費
徴
収
。

で
は
、
特
設
展
示
宝
芯
に
会

期
中
四
日
間
に
わ
た
っ
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
ぶ
フ
、
。
タ
レ
ン
ト
シ
ョ

ー
や
講
演
心
一
な
ど
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
か
歪
画
。
た
だ
い
ま
出
展

企
業
・
イ
ベ
ン
ト
参
加
企
業
を

募
集
し
て
い
ま
ず
。
奮
っ
て
ご

参
加
ぐ
だ
さ
い
。

Ｏ
会
期
・
・
・
1
1
月
2
6
日
團
ト
2
9
日

　
聞
。

○
会
場
・
・
・
市
産

　
萎
屁
、
宇

　
治
商
工
会
議

　
所
会
館
。

＜
出
展
参
加
）

　
▼
内
容
・
、
：
サ

ン
フ
ェ
ア
う
じ

の
趣
旨
記
ふ
さ

わ
し
い
生
産
品
、

特
産
品
な
ど
の

展
示
・
即
売
・

実
演
▼
出
展
期

間
・
：
Ｈ
月
2
7
E

吻
～
2
9
日
聞
▼

展
示
台
の
規
格

・
：
Ａ
タ
イ
プ
（

1
8
0
m
χ
9
0
m
）

＝
ｐ
’
、
Ｂ
タ

イ
プ
（
1
8
0
m
X
1
8
0
m
）

（
催
事
参
加
〉

　
▼
内
容
…
サ
ン
フ
ェ
ア
ラ
じ

の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ
ン

ト
タ
企
画
開
催
▼
催
事
時
期
・
：

サ
ン
フ
ェ
ア
ラ
じ
開
催
委
員
会

と
催
事
者
と
で
協
議
の
上
決
定

▼
費
用
…
催
事
直
接
費
用
・
宿

泊
費
・
交
通
費
な
芦
亜
事
に
要

す
る
経
費
は
、
催
事
者
で
負
担
。

　
た
だ
し
、
会
場
費
な
ど
開
催

委
員
会
が
必
要
と
認
め
た
費
用

　
　
　
　
　
　
は
主
催
者
で
負

　
　
　
　
　
　
担
し
柔
ｙ
。

○
申
し
込
み
・
：

　
商
工
観
光
課
・

　
宇
治
商
工
心
一

　
議
所
業
務
課

　
に
備
え
付
け

○
申
し
込
み
締

　
め
切
り
日
・
：

　
正
午
ま
で
。

○
問
い
合
わ
せ

　
・
・
・
商
工
観
光

　
課
（
豊
⑩
３

　
１
４
１
）
ま

　
た
は
宇
治
商

　
工
会
議
所
業

１
４
”
、
務
課
（
豊
⑩
3
1
0
1
）
へ
。

Ｃ
タ
イ
プ
（
2
7
0
m
χ
9
0
m
）
―
　
▽
主
催
・
：
サ
ン
フ
ェ
ア
ラ
じ
開

４
≒
、
Ｄ
タ
イ
プ
（
1
3
5
m
χ
9
0
　
催
委
員
会
。

ｍ
）
＝
７
≒
、
規
格
外
（
面
積

い
㎡
～
５
　
４
㎡
）
１
７
≒
、
屋
外

一
…
…
…
…
…
…
。
…
…
。
：
…
。

（
商
工
観
光
課
）

770

微生物が生きています
適正な維持管理を

9
月
1
2
日
～
2
7
日
（
月
曜
と
1
5
日

休
み
）

歴
史
資
料
館
（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

第
3
回
　
宇
治
文
化
・
芸
術

懇
話
会
展

国体

豆知識

産業フェア‘宇治』‘87

出展・イベント参加企業

ただいま募集中

競技の見方
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